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★ 地下鉄鶴舞線・東山線 伏見駅から徒歩５分
★「伏見モンブランホテル」の斜向かい

· 各講座につき、申し込み先着10名を定員とさせて頂きます。
· どの講座も予習を丹念に行ってきて下さい。予習が講義での収穫量を左右します。（予習不要の指定がある場合はその限りではありません）

· 生徒数最大10名の小さな教室でやります。生徒と講師の距離もたいへん近く、大手予備校の講義とはまったく雰囲気が違います。

· 各講座の日程は別紙のスケジュール表を参照して下さい。

〔 英語 〕
· 高３・英語 国公立大入試体感 － 全４回

講座対象／上位・難関国公立大を志望する新高３生

学習項目／国公立大の本格的記述問題 （首都大東京・岐阜大・大阪府立大・九州大）
学習内容／この時期に、標準的な国公立大の問題レベルを肌で感じることが目的です。まずは現在の学力と入試問題とのギャップを知って下さい。そこから、学力をどれくらい向上させなければいけないのかが分かり、本格的な受験勉強が始まるのです。予習には、十二分の時間をかけ、自分なりの解答を用意してきて下さい。
· 高３・英語長文読解演習 － 全６回

講座対象／新高３生

学習項目／客観問題を中心に据えた長文読解
　　　　　　　（センター試験・中央大・立命館大・東北大・筑波大・慶應大）

学習内容／設問を「解く」ことよりも、文章を「読む」ことに重きを置いて授業を進めます。特に、文脈を追う、話の筋を追うことがどれほど大事かということを実感させます。中にはやや難しい文章もありますが、丹念に読み込んできて下さい。講習後すぐに始まる通年ゼミに向けた足掛かりとなるでしょう。文構造の面で分からない個所や、筆者の言わんとしていることが分からない個所は、予習の段階でしっかりチェックしてきて下さい。
· 高３・英語 英文和訳＜実戦力養成＞ － 全４回

講座対象／新高３生

学習項目／構造中心和訳（標準～やや難）、文脈中心和訳
学習内容／第１～３講は構造主体の問題です。バラバラではなくカタマリとして文を分析できれば、入試はそれだけで得点に結びつきます。あとは単語や熟語、適切な訳語といった問題ですが、これは後からいくらでもできます。とにかく、構造です。そして構造理解の力が読解の基盤なのです。第４講は文脈主体の問題。前後関係の把握・未知の語句の推測を大切にします。やたらと熟語だ慣用句だと騒ぐのはよしましょう。
· 高２・英語総合演習 （解釈＋文法） － 全８回

講座対象／新高２生

学習項目／【解釈】構造理解、および重要構文  【文法】関係詞、比較の演習
学習内容／前半の４回は解釈、つまり和訳をやります。難関大学に合格するためには、早い時期から“英語のアタマ”を持つことです。日本語と英語はまったくの別言語。「そんなの当たり前だ」と言う人に限って、日本語のアタマで英語を学ぼうとするものです。いろいろな学習法があるかと思いますが、和訳はとてもいい訓練です。なぜならいやおうなしに「英文の構造」を考えさせられるからです。いつまでも日本語的なフィーリング訳をしていたら駄目です。１つ１つ、構造を分析して、日本語で表現するという丁寧な作業が必要なのです。これが基本だと思って下さい。

文法は【関係詞】と【比較】に的を絞って演習します。前者は関係代名詞や関係副詞、あるいは主格や目的格といった根本原理をよく理解しない生徒が多く、後者はとかく丸暗記で済まそうとする生徒が多いのが特徴です。上手な学習をおしえましょう。

[新高３生対象・実力判定試験] について
基本的にすべての生徒に受けていただきますので、可能な限り時間の都合をつけてください。
試験を行う目的：

1 各生徒の現在の学力を教室側が把握するため。
2 結果と志望校に基づき、各生徒の１年間の授業カリキュラムを決定するため。
【日程】 ３月２２日（土） 実施
【時間】 14：30 ～ 16：10 （100分）

【内容】 読解問題(客観・記述式)145点＋文法問題55点の200点満点試験　　
· 同日19：00より、一部問題の解説を行います （60分、無料）。

